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東 武 鉄 道 株 式 会 社 
東武タワースカイツリー株式会社 

 

 東武鉄道（本社：東京都墨田区）では、環境理念・環境方針を制定し、環境保全のための様々

な取り組みを積極的に推進していますが、栃木県宇都宮市に保有している森林を適切に整備し、

本年５月に「東武鉄道社有林篠井山林間伐促進プロジェクト」によるオフセット・クレジット

（Ｊ－ＶＥＲ）を取得いたしました。 

 今回取得したオフセット・クレジットの活用策として、このたび、東武タワースカイツリー

（本社：東京都墨田区）では、運営する東京スカイツリーのライティングによるＣＯ２排出量を、

同プロジェクトから創出されたオフセット・クレジットを活用してカーボン・オフセットし、Ｃ

Ｏ２排出量を実質ゼロといたします。 

 今後も、東武鉄道では取得したオフセット・クレジットの活用策を検討するとともに、引き続

き地球環境保全に努めていきます。 

 また、東京スカイツリータウンにおいては、２０１３年１１月１日（金）から２０１４年１月

３１日（金）の間、「東京スカイツリータウンイルミネーション２０１３」が実施されておりま

すが、東京スカイツリーの足元を彩るおよそ５０万球のイルミネーションと外構の照明等をバイ

オマスにより発電された環境にやさしいグリーン電力により賄っております。 

 概要は別紙のとおりです。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

篠井山林（宇都宮市）によるオフセット・クレジットを活用 

東京スカイツリー®のライティングによるＣＯ２をオフセットします！ 
東京スカイツリータウン®のクリスマスイルミネーションにはグリーン電力を使用 

 
 

△ 東京スカイツリーライティング △ 東京スカイツリータウンイルミネーション２０１３ 

△篠井山林間伐実施風景 



〈別 紙〉 

 

１ オフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）の取得について 

（１）プロジェクトの概要 

  ①プロジェクト名  東武鉄道社有林篠井山林間伐促進プロジェクト（栃木県宇都宮市） 

  ②対 象 面 積  ５３．３ｈａ 

  ③クレジット取得量  ７９７ｔ－ＣＯ２ 

④クレジット取得日  ２０１３年５月２９日（木） 

  ⑤内      容  栃木県宇都宮市にある篠井山林のうち、スギ・ヒノキといった針

葉樹林の間伐を実施し、間伐によって森林が吸収するＣＯ２吸収量

をクレジットとして認証を取得。 

  ※オフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）制度について 

   ２００８年度に環境省が創設いたしました、省エネルギー機器の導入や森林整備などの

取り組みによるＣＯ２などの温室効果ガスの排出削減量や吸収量をカーボン・オフセット

用のクレジットとして国が認証する制度です。なお、Ｊ－ＶＥＲ制度は、経済産業省が

所管する国内クレジット制度と統合し、２０１３年度より「Ｊ－クレジット制度」へ移

行され、Ｊ－ＶＥＲ制度によって認証されたプロジェクトは、「Ｊ－クレジット制度」

に継承されます。 

 

２ オフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）の活用について 

（１）東京スカイツリー®ライティングでの活用 

  東京スカイツリーのライティングに使用されている照明器具は、既に全てＬＥＤが使用さ

れ、最大４３％の省エネ効果のある環境にやさしい設備となっておりますが、今般のオフセ

ット・クレジットを活用することで、東京スカイツリーのクリスマス特別ライティングから

１年分のライティングによるＣＯ２排出量のカーボン・オフセットを実施します。 

  また、今回、東武タワースカイツリーが購入したクレジットは５００ｔであり、東京スカ

イツリーのライティング１年間の使用電力によって排出されるＣＯ２の量は約１０１ｔである

ことから、ほぼ５年分に相当することになるため、今後５年間、継続してオフセットしてい

く予定です。 

  ①オフセット対象：東京スカイツリーのライティングによる１年分のＣＯ２排出量 

※２０１３年１１月１日（金）～２０１４年１０月３１日（金） 

②オフセット量：１０１ｔ－ＣＯ２
※ 

※上記ＣＯ２量は環境省のガイドラインに基づき算定した現時点で想定される量であり、オフ

セットの際には実際に使用した電力使用量から再計算し、無効化（二重に使われないよう

取り消す処理）します。 

 

（２）今後の活用について 

取得したオフセット・クレジットの活用策を検討するとともに、今後も率先して地域社会

に貢献し、地球環境保全に努めていきます。 

 

３ グリーン電力の活用について 

（１）グリーン電力制度について 

  グリーン電力とは、風力、太陽光、バイオマス（生物資源）、水力、地熱などの自然エネ

ルギーによって発電された電力のことです。自然エネルギーによる発電は発電するときに 

ＣＯ２を発生しないため、省エネルギー（化石燃料の節減）やＣＯ２排出抑制地球温暖化を防

止するなどの「環境付加価値」をもっていると言えます。 

 

 

 



 

「グリーン電力制度」とは、自然エネルギーにより発電された電気の環境付加価値を、証書

発行事業者が第三者機関（グリーンエネルギー認証センター）の認証を得て、「グリーン電

力証書」という形で取引する仕組みです。「グリーン電力証書」の取得により、発電設備を

持たなくても、証書に記載された電力量（kWh）相当分の自然エネルギーの普及に貢献し、グ

リーン電力を利用したとみなされるため、地球温暖化防止につながる仕組みとして関心が高

まっています。 

 

（２）東京スカイツリータウン®での活用 

東京スカイツリータウンでは、２０１３年１１月１日（金）から２０１４年１月３１日

（金）の間、「東京スカイツリータウンイルミネーション２０１３」が実施されております

が、東京スカイツリーの足元を彩る約５０万球のイルミネーション、スカイアリーナ壁面に

リズミカルな音楽に合わせて映像を投影するプロジェクションマッピングや期間中の外構の

照明などをグリーン電力にて賄っています。 

このグリーン電力は、バイオマス発電による電力であり、東京スカイツリータウンが生ご

み処分施設として契約している食品リサイクル施設（メタン発酵）で発電した電力を活用して

います。 

 以 上 


